
ラダーⅠ-① ラダーⅠ-② ラダーⅡ ラダーⅢ ラダーⅣ ラダーⅤ

病棟内勉強会の企画運営のフォロー

各学習会 手術室研修 病棟内勉強会の企画運営 及び見直し・改善

・ストーマ、緩和、褥瘡NST、退院支援

各チーム学習会への参加

＜新人フォローアップ研修：通年＞ ＜教育２年目研修：通年＞ ＜ラダーⅡ研修：通年＞ ＜ラダーⅢ研修：通年＞ ＜ラダーⅣ研修：通年＞ ＜ラダーⅤ研修：通年＞

＜トピックス研修：通年＞心電図、透析 ＜トピックス研修：通年＞ ＜プリセプター研修：通年＞

＜ケースレポート＞ ＜看護研究活動への参加＞

<さいわいクリティカルケア看護プログラ
ム参加>

＜本部研修＞新人 ＜本部研修＞ ＜本部研修＞初級スタッフ ＜本部研修＞SNE ＜本部研修＞SNE ＜本部研修＞SNE

＜協会研修＞ ＜協会研修への参加＞ ＜協会研修への参加＞ ＜協会研修への参加＞ ＜協会研修への参加＞ ＜協会研修への参加＞

・フィジカルアセスメント ・フィジカルアセスメント　・救急看護 ・フィジカルアセスメント　・救急看護 ・臨床指導者研修 ・臨床指導者研修 ・臨床指導者研修

・認知症看護・緩和ケア・ストーマケア ・認知症看護・緩和ケア・ストーマケア ・ストーマ研究会への参加/発表 ・ストーマ研究会への参加/発表 ・ストーマ研究会への参加/発表

・退院支援・化学療法・災害医療 ・退院支援・化学療法・災害医療

基礎的看護技術習得 ＜院外研修への参加＞ ＜院外研修への参加＞ ＜院外研修への参加＞

ＢＬＳプロバイダー資格 ICLSプロバイダー資格 ・ストーマ研究会への参加 ・ストーマ研究会への参加、リーダー
シップコース受講

急変時対応 ・リンパ浮腫マッサージ ・リンパ浮腫マッサージ ・リンパ浮腫マッサージ

フィジカルアセスメント（クリティカルケア） ・３学会合同呼吸理学療法認定士 ・３学会合同呼吸理学療法認定士 ・３学会合同呼吸理学療法認定士

ＨＣＵ内フィジカルアセスメント（教育ローテ） ・NST療法士 ・NST療法士 ・NST療法士

感染管理 ・チームステップス ・チームステップス ・チームステップス

疼痛管理（麻薬管理）

退院支援と在宅看護の基礎知識 リーダーシップコミュニケーション ＜認定/専門看護師へのキャリア育成＞

認知症看護技術 ・臨床指導者研修(３年目) ・緩和ケア認定看護師

・皮膚排泄ケア認定看護師

・化学療法認定看護師　　etc

部署内研修

院内研修

石心会研修
外部研修

習得スキル

HCU病棟育成ラダー

ラダーレベル

②急性期～慢性期にある患者全体
像をとらえ優先順位を考えながら患
者・家族の最優先される問題点が抽
出でき、創意工夫した看護実践が提
供できる

④スタッフ能力開発、人間性の成長
を支援することができ看護師育成の
ためのプログラムを計画・実践できる

到達目標

中途入職者、勤務交代者、既卒入職者は経験に応じてレベル決定する
４～６年目　既卒入職者は当該部署
入職後６か月～１年後Ⅰレベル該当

とする。

６年目以降　看護師経験５年目以
上であり当該部署経験１年以上

８年目以降　看護師経験５年目以
上であり当該部署経験２年以上

①看護師としての基本的技術、知識、
態度の習得ができる（ナーシングサ
ポート）

①看護師としての主体的に学習し急性
期状態にある患者さんの、アセスメント・
看護計画の立案・計画の修正を行こと
ができる。ることができる。

①急性期状態にある患者さんの全体
像をとらえ、患者状態にあった看護計
画の評価・修正を行うことができ、後輩
に助言できる

①急性期病棟看護師としての役割モ
デルとなり、多様なアプローチを取り
入れた看護領域を自発的に広めるこ
とができる

②患者にあった看護計画の立案しケア
実践につなげられる。

②急変対応において優先順位をつけ
て行動し急性期特有の看護技術を習
得することができる。

②新人・教育に携わり、看護師としての
基本的技術、知識、態度に関して良き
見本となる

②資材、人材、能力を考慮し、患者
のニーズに応えるよう病棟管理、主
任代行業務が行える

①リーダーとしての役割を認識し役割
を果たすことができる。ラダーⅠ～Ⅱ
レベルのスタッフサポートができる。

②指導者・社会人として患者・家族だ
けでなく職員にも配慮でき、様々な場
面でスタッフの手本となれる。

③他部署、多職種との連携を意図的
に図り退院支援に向けた具体的なプ
ランの提供ができる

③医療チームメンバーにおける様々
な関わりの中で倫理的・道徳的なジ
レンマに対応できる

①病棟のリーダーとして自立するとと
もに看護ケアの質の評価、業務改善
について推進・提言でき、病棟全体
の質の向上に努める事が出来る

③病棟スタッフや医療チームメン
バーからの相談に対処することができ
る。

ラダーⅡ～Ⅲ　センター内教育ローテーション

④看護部委員会活動、病棟チーム活
動に参加しメンバーとしての役割と責任
を理解することができる。

④１年を通して事例をまとめケースレ
ポートの発表を行うことができる。自身
の看護を振り返ることができる。

④後輩・学生に指導的に関わり、リー
ダー育成しながら病棟内教育プログ
ラムに参加できる

④看護部委員会、病棟チームメンバー
としての役割を理解し責任を遂行す
る、また必要時後輩へ支援ができる。

④看護部委員会への参加、病棟
チーム活動におけるリーダーシップを
図り病棟へ発信、提言出来る

③基礎的外科・婦人科・消化器疾患
の治療と術後管理知識を習得すること
ができる。

③他部署、他職種の業務内容を理解
し連携をすることができる。

③他部署、多職種との連携を意図的
に図ることができる。


